
（学校運営協議会・報告様式） 

令和８年度 第 2回 箕田小学校 学校運営協議会 実施報告書 

 

１ 日 時  令和８年 7月 24日（金）  15：30～16:30 

 

２ 場 所  ミーティングルーム（南館 2F） 

 

３ あいさつ（校長、委員長） 

〇校  長 ・・・ 1学期が終わり夏休みに。地域のみなさんのご支援に感謝する。 

〇委員長 ・・・ 2学期に生かせるよう、本日の議論を大切にしたい。 

 

４ 協議内容【グループワーク（２５分ほど）】 A，B，Cグループ（別紙参照） 

（１） 保護者・地域・学校それぞれの立場から見た箕田のこどもたちの現状と課題。 

（２） （１）をふまえ、「地域とともにある学校」を目指し、保護者・地域・学校の役割を考える。 

  

  ●地域のあたたかさでこどもたちは見守られている。地域の愛を受けて育っている。 

  ●獅子舞など、地域の行事は減っているが、虫送り等の文化を引き継いでほしい。 

  ●児童数の減少、生活スタイルの変化により、こども同士、保護者同士のつながりが弱い。 

  〇こどもと保護者がいっしょに参加できる行事を作っていきたい。 

  〇PTA奉仕作業は児童も積極的に参加してもらうとよいのではないか。 

  ●自らあいさつしてくれる子もいるが、一方でどう声掛けしたらよいか分からない子もいる。 

  〇こどもを叱りにくい時代。コミュニケーションをとりながら話を聞いてもらう。 

  〇保護者としては、地域の方から声かけてもらえるのはありがたいことだ。 

  〇あいさつは大人の姿勢が大事。こどもはよく見ている。 

  ●中学生もあいさつの課題がある。知らない人には返さない。 

  〇道路のごみをそっとどけている子がいた。よいところを見つけ、評価していきたい。 

  ●自転車の乗り方に危険を感じる場面がある。 

  〇交通安全教室をしっかりと行う。低学年のまちたんけんでも確認していく。 

  〇地域の方もいっしょに参加する交通安全教室はできないだろうか。 

  〇どこが危険か知らない保護者もいる。通学路マップを作成してはどうか。 

  ●こども会、老人会がなくなっていく中、サロンを立ち上げた地区もある。1年生の「昔の遊び」

に参加するなど、地域のお年寄りが地域のこどもと関わりが持てるようにしたい。 

  〇運動会は、勝ち負けのあるリレーや綱引きがあるといい。 

  〇コナミのプールのお着替えボランティアも声をかけてもらってもよい。 

  〇図工室の用具等の清掃や整理のボランティアも可能。 

 

  ５ 連絡事項 

  ・運動会の昼食（弁当）について検討していく。 

  ・中学校区で防災体制の確認と見直しを議論している。今後の課題としたい。 


